
特別
とくべつ

な謙譲語
けんじょうご

Ⅰ・Ⅱ 
 

謙譲語 Ⅰ 謙譲語Ⅱ 

行く  伺う
うかが

※㊟1/お伺
うかが

いする※㊟2 
 

参る
まい

 

来る 伺う/お伺いする 参る 

いる - おる 

食べる -  いただく 

飲む - いただく 

もらう いただく - 

言う 申
もう

し上げる 申
もう

す 

会う お目にかかる/お会いする - 

思う - 存じる 

読む 拝読
はいどく

する - 

知る 存
ぞん

じ上
あ

げる 存じる 

あげる 差
さ

し上
あ

げる - 

聞く 伺う/お伺いする/お聞きする - 

尋
たず

ねる 伺う/お伺いする/お尋ねする - 

訪
たず

ねる 伺う/お伺いする/お訪ねする - 



借りる 拝借
はいしゃく

する/お借
か

りする - 

見る 拝見
はいけん

する - 

見せる お見せする/お目にかける/ご覧
らん

に入れる - 

する - いたす 

 

❖ 謙譲語Ⅰ： 

主語（自分・家族）がする行動
こうどう

において、相手を高める働き
はたら

をします。相手を高めると、自分の

位置
いち

が低く
ひく

なります。 

❖ 謙譲語Ⅱ：自分がする行動において、主語（自分・家族）の位置を低くする働きをします。 

❖ ㊟1：「行く・来る」の「伺う」は「訪ねる」の意味の謙譲語Ⅰで使うことが大半
たいはん

です。 

  ㊟2：「伺う」を謙譲語の形「お＋ます形+する」にしたものです。二重
にじゅう

敬語
け い ご

になりますが、 

      定 着
ていちゃく

したものなので使っても問題ありません。「伺う」よりも敬意
け い い

が高まります。 


